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在町外国人等の「暮らし応援」助成金交付要綱 

 

 （目的） 

第１条 この要綱は、遊佐町に住所を有する外国人等の母国に里帰りする際の交通費の一

部助成や、就労に役立つ資格を取得する際の経費の一部助成を行うことにより、在町外

国人等の「暮らし」を応援し、外国人等の住みよいまちづくりに寄与することを目的と

する。 

 

（対象者） 

第２条 対象者は本町に定住するために本町の住民基本台帳に記録された外国人または町

内に居住の日本国に帰化した者とする。 

 

 （助成金額及び条件） 

第３条 助成金の額は、里帰りにあっては、母国への帰省に要した交通費（その額に１０

０円未満の端数のあるときは、その端数を切り捨てる。）の２分の１以内の額とし、１回

の帰省につき５０，０００円を上限とする。ただし、同行する子、配偶者（子の父母）

については１人につき別途２５，０００円を上限とする。なお、額の算定に当たっては

最も合理的な経路で算定し、補助金額を決定するものとする。 

２ 資格の取得等にあっては、就労に役立つ資格取得等に要する経費（その額に１００円

未満の端数のあるときは、その端数を切り捨てる。）の２分の１以内の額とし、１回の申

請につき５０，０００円を上限とする。 

３ 助成金は申請する年度内１回限りとする。ただし、里帰りにあっては、助成を受けた

年度の翌年度及び翌々年度は申請することができないものとする。 

 

 （申請及び決定） 

第４条 里帰りに係る旅費の助成を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、遊佐

町国際交流推進協議会事務局（以下「事務局」という。）と事前に協議したうえ在町外国

人等の「暮らし応援」里帰り助成金交付申請書（様式第１１－１号）により旅行終了日

から２箇月以内に、遊佐町国際交流推進協議会会長（以下「会長」という。）に申請しな

ければならない。 

２ 資格取得等支援の助成を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、事務局と事

前に協議したうえ在町外国人等の「暮らし応援」資格取得助成金交付申請書（様式第１

１－２号）により、会長に申請しなければならない。 

３ 会長は、助成金交付申請書等の内容を審査し適当と認めたときは、在町外国人等の「暮

らし応援」助成金交付決定通知書（様式第２号）により申請者に通知するものとする。 

４ 会長は、前３項の事務を適切な事業運営ができると認められる法人又は団体に委託す

ることができる。 
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 （助成金の請求と交付） 

第５条 前条第３項に規定する助成金交付決定の通知を受けた申請者は、速やかに在町外

国人等の「暮らし応援」助成金交付請求書（様式第３号）を会長に提出し、助成金の交

付を受けるものとする。 

 

 （助成金の返還） 

第６条 会長は、申請者が次の各号のいずれかに該当したときは、交付決定を取消し、交

付した助成金の全部若しくは一部を返還させることができるものとする。 

 （１） 提出書類の記載事項に偽りがあったとき 

 （２） その他助成金の申請に関して不正行為があったとき 

 

 （その他） 

第７条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、会長が別に定める。 

 

 附 則 

 この要綱は、平成２５年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成２６年８月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成２９年７月１日から施行する。 



 3 / 6 

 

様式第１－１号 

 

年  月  日 

 

遊佐町国際交流推進協議会会長 殿 

 

（申請者）住  所 

氏  名             ○印  

電話番号 

 

在町外国人等の「暮らし応援」 里帰り 助成金交付申請書 

 

 在町外国人等の「暮らし応援」助成金交付要綱第４条第１項の規定により、助成金の交付を受け

たいので、下記のとおり申請します。 

記 

交付申請額及び算出根拠 

里帰りした国等  

里帰りした期間 年  月  日 ～     年  月  日 

項  目 算 出 根 拠 小  計 

   

円 

   

円 

   

円 

合 計 額 

100 円未満の端数は切り捨て 

 

円○A  

申 請 額 

○A ×1/2（最高 50,000 円） 

 

円 

同行した子、配偶者（ただし、申請者と同居の親族に限る。） 

続 柄 氏  名 合 計 額 申 請 額 

  100 円未満の端数は切り捨て 

円○B  

B×1/2（最高 25,000 円） 

円 

  円○B  円 

  円○B  円 

◎里帰りに要した公共交通機関の領収書若しくは請求書を添付すること。（コピー可） 

◎パスポートのコピー等、出入国状況の分かるものを添付すること。 

◎往復分の費用を記入すること。
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様式第１－２号 

 

年  月  日 

 

遊佐町国際交流推進協議会会長 殿 

 

（申請者）住  所 

氏  名             ○印  

電話番号 

 

在町外国人等の「暮らし応援」 資格取得 助成金交付申請書 

 

 在町外国人等の「暮らし応援」助成金交付要綱第４条第２項の規定により、助成金の交付を受け

たいので、下記のとおり申請します。 

 

記 

交付申請額及び算出根拠 

資格の名称 
 

 

研修・講座 

等 の 名 称 

 

受講施設等 
所在地  

名 称  

受 講 期 間     年  月  日 ～     年  月  日 

受講料等の 

合 計 額 
            円 

申請予定額 
（上段金額×1/2、100 円未満切り捨て） 

円（ただし、上限 50,000 円） 

◎資格取得に要した研修、講習等の受講料等を明らかにする書類を添付すること。（コピー可） 

◎研修、講習等の概要を記した書類の写しを添付すること。 
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様式第２号 

 

第    号 

年  月  日 

 

          殿 

 

遊佐町国際交流推進協議会 

 会長           □印  

 

 

在町外国人等の「暮らし応援」助成金交付決定通知書 

 

 年  月  日付けで提出された交付申請について、下記のとおり助成金を交付すること

に決定したので、在町外国人等の「暮らし応援」助成金交付要綱第４条第３項の規定により通知し

ます。 

 

記 

 

１ 助成金名     在町外国人等の「暮らし応援」助成金 

 

２ 助成金の決定額            円
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様式第３号 

  

在町外国人等の「暮らし応援」助成金交付請求書 

 

年  月  日 

 

遊佐町国際交流推進協議会 会長 様 

 

 

請求者 住所               

 

氏名             印 

 

 

    年  月  日付け遊国推協第  号で額の交付決定があった在町外国人等の「暮ら

し応援」助成金を下記のとおり交付されるよう、在町外国人等の「暮らし応援」助成金交付要

綱第５条の規定により請求します。 

 

請 求 金 額    ￥ 

 

振 込 口 座 

金融機関名 
 

 

口 座 番 号 

  

普通・当座 

 

 

フ リ ガ ナ 
 

 

口座名義人 
 

 

 

 

 

 


